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１．常勤役職員の増減状況 

 若年人口の減少とそれに伴う雇用の流動化、更には金融機関への就職敬遠などを背景に、信用金

庫の常勤役職員数の減少ピッチが再び強まっている。2023 年１月末の信用金庫の常勤役職員数は、

前年同月比 2.2％減少の 10 万 1,818 人となった（図表１）。男性職員が同 3.2％減の５万 7,861 人、

女性職員は同 0.8％減の４万 2,294 人となる。一般に年度末に向け退職者の増加が予想されるので、

2022 年度末の常勤役職員数についても前期を下回る見込みである。 

 また、2000 年度末と 2023 年１月末の常勤役職員数を比較すると、常勤役職員全体では 26.1％減

となったが、このうち女性職員が 2.2％増加した一方で、男性職員は 38.5％の減少であった。言い

方を変えると、信用金庫の人手不足の主因は男性職員の減少の影響が大きく、「今の男性中心の組

織体制では、金庫経営を維持できな

い。」など、地域における金融インフラ

維持への不安を口にする研修受講金庫

も散見された。 

 こうした状況下、信用金庫は持続可

能なビジネスモデルを確立するため、

業務改革の実施と同時に、性別や年齢

などに拘らず全ての職員が活躍する全

員営業体制への転換が急がれる。その

ための施策の一つが「職員エンゲージ

メントの向上」と言われ、近年注目が集

まっている。 
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 信用金庫の常勤役職員数の減少が続くなか、職員の意欲を高め、中途退職の未然防止などへの貢

献が期待される「職員エンゲージメントの向上」に注目が集まる。 

 職員エンゲージメントの向上策とは、職員の自金庫に対する愛着心などを高める諸施策で、全て

の職員が庫内で活躍する全員営業体制を実現するための近道と言われる。 

 職員一人ひとりの働き方や価値観が変わるなか、一律的な職員エンゲージメントの向上は困難で

あり、きめ細かいコミュニケーションとそれに基づく対応が不可欠とされる。 

 研修受講金庫の取組事例を挙げると、中期経営計画の柱に職員エンゲージメントの向上を据える

信用金庫、組織風土改革のため経営陣が自ら職員と面談する信用金庫などがあった。 

 

（注）本稿は、当研究所主催「経営戦略プランニング研修（2022 年度）」の講義および意見交換時の内容を 

   中心に作成している。 

 

（図表１）常勤役職員の増減状況 

 

（備考）1．2022 年度末は 2023 年 1 月末 

    2．信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成 
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本レポートは、情報提供のみを目的とした上記時点における当研究所の意見です。施策実施等に関する最終決定は、ご自身の判断でな

さるようにお願いします。また、当研究所が信頼できると考える情報源から得た各種データ等に基づいて、この資料は作成されており

ますが、その情報の正確性および完全性について当研究所が保証するものではありません。 

 

２．「職員エンゲージメントの向上」の概要 

 職員エンゲージメントとは、『職員一人ひとりが信用金庫の掲げる戦略や目標を適切に理解し、

自発的に自分の力を発揮する貢献意欲』とされ、愛社精神に近い考え方とされる。一般にエンゲー

ジメントの高い組織は、①組織の活性化、②離職率の低下、③業容・業績の拡大などが期待される。

経営資源が限られるなか、年齢や性別、更には価値観の異なる全ての職員が活躍する組織（全員営

業体制）を実現するためには、職員エンゲージメントを高める必要があると考えられる。 

 そこで昨年来、中期経営計画の柱に「職員エンゲージメントの向上」を掲げたり、役職員間のコ

ミュニケーション活性化に乗り出したりする信用金庫が増えている。当研修でも職員エンゲージメ

ントの向上が検討俎上の一つに挙がった。 

 

３．対応時の検討課題 

 職員一人ひとりの働き方や価値観が異なるなか、一律的な職員エンゲージメントの向上は難しい。

また、家庭の事情などで思うような活躍が難しい職員もいるので、必要に応じて個別・オーダーメ

イドの向上策が不可欠である。そのためにも、エンゲージメント向上の前提として庫内コミュニケ

ーションを活発化させ、風通しの良い組織運営を目指すことが求められる。 

 

４．研修受講金庫の取組事例 

 当研修の意見交換時に聴取した研修受講金庫の主なコメントは図表２のとおりである1。 

 

（図表２）職員エンゲージメント向上策に関する主なコメント 

 一般的な話として、将来に対する不透明感が増し、また信用金庫経営が厳しさを増すなか、職員

のエンゲージメントやモチベーション、理念教育などに立ち返る必要がある。広い意味で職員の

エンゲージメントを向上させないと、当金庫は良くならないと考え、金庫を挙げてエンゲージメ

ント向上に取り組むことにした。 

 当金庫の生産性が低い要因の一つとして、職員のエンゲージメント・モチベーションが低いこと

があると想像される。これは給料やボーナスの問題ではなく、経営陣はもっと自金庫の将来につ

いて若い職員に語りかける必要があると思う。 

 当金庫は、本部からの上意下達ではなく、なるべく営業店が自分で決めて活動するような組織風

土を目指している。パーパス経営やウェルビーイングの取組みもその一環である。 

 家庭の事情などで活躍の難しい職員が活躍できるよう人事制度の改革に取り組んでいる。働きや

すい職場づくりを目指していく。 

 原点回帰と言う言葉が叫ばれるように、信用金庫の生い立ちや役割をもっと職員、地域、顧客に

周知していく必要がある。それがエンゲージメント向上にもつながると考える。 

 職員エンゲージメント向上および不祥事対策として１on１ミーティングを導入した。職員間のコ

ミュニケーションが減り、同僚や上司・部下の本音が分からない以上、仕組みとして職員間のコ

ミュニケーションを活性化させる必要がある。 

 今月から理事長による座談会を開始した。理事長が各店舗を訪問し、１時間～1.5 時間、職員達

と意見交換する。仕事の話に限らず幅広い話をすることで、現場の困りごとや不満・改善策など

を吸い上げ経営改善に反映させていく。 

（備考）信金中央金庫 地域・中小企業研究所作成 

                                        以 上  

                         
1 当該コメントは研修受講者の個人的な意見・感想を含むものであり、研修受講金庫の正式なコメントでは

ない。そのため事例の記載にあたっては信用金庫名が特定できないように修正してある。 


